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時は流れても母校への想いは変わらずに
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高高同窓会報
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全 米テニス以 後の大 活躍 で錦 織圭 が世 界ランク第4

位となり日本 中が大い に沸いたが、実は1世 紀近く前の

1921( 大正10) 年に本 校の卒業生清 水善造( 第7 期) が、

ロンドンで発 行されていた当時もっとも権威ある｢ ア イ

ヤーズ･ ローンテニス年鑑｣ の世 界十傑で、第4 位にランク

されていたことを知っておりますか。

清水 は群馬郡 箕輪 村( 現･ 高崎 市箕郷 町) の出身で、

高崎中学校から東京高等商業学 校( 現･ 一橋大学) へ進

み、同校卒業後 三井物産へ入社、カルカッタ支店勤務と

なった。清水 はこの地でイギリス人との交流をを通じて

硬式 ボールによるローンテニスに出会い 、めきめきと腕

を上げ て、1913(大 正2) 年カルカッタで 行われたベンガ

ル選手 権で 優 勝以 後、同選 手 権で は 連年 勝 ち続け 、

1920( 大 正9) 年 にはウィンブルドン(全莫 選手 権) へ の

出場が認められた。

ウィンブルドンではまず全英 選手権保 持者 への挑戦

権を争うトーナメンド オールカマーズ) が 行われ、その

勝 者が 時 の全英チャンピオンに挑 戦する仕 組みになっ

ていた。清 水はその決勝戦まで 進み、全 米チ ャンピオン

のチルデンと相見え4－6、4－6、11-13のO-3で敗れた

が、第3 セットは24 ゲームを戦う大 熱戦 となり、清水の善

戦をイギリスの観衆、メディアは大いに賞 賛したっこの試

合中のワンプレーから後述する｢ や わらかなボづ レ｣の

レジェンドが生まれた。この年 の｢ ア イヤーズ･ローンテ

ニス年鑑｣ 世界十傑で日本人として初めて第9 位にランク

された。

翌1921 年清水 はウィンブルドン後 デビ スカップに出

場、米 国との決勝 戦に臨んだ。ここで再 びチルデ ンと対

戦し、清水 が2 セットを連取し、第3セットも5-4 とリード

しあと1ゲームで全 米･ 全英 のチャンピオンをストレート

右…昭和23 年

文部省発行の教科書

挿し絵は

｢やわらかなボール｣の

清水－チルデン戦

＊参考文献

上前淳一郎

｢やわらかなボール｣

(1982 年･文話春秋社／

1986 年･文春文庫)
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で破るところまで 追い 詰 め

たのだが、このゲームを5-7

で 落としてから後 の2 セット
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を連取され、大魚を逸した。この年ランクは一一挙に第4位

まで土jﾁだ゙。

当時こうした大活躍 は国内にほとんど報 道されずあま

り知られていなかったが、1933( 昭和8) 年以後中学 校･

女学 校の教科 書に“デビスカップ( ウィンブルドンとする

ものもあった) 決 勝 戦で 試合 中足を滑らしたチルデ ン

に、清水はその足元に柔らかい程よい球を送って立ち直

らせた とする美談が載り、スポーツマン精神、武士 道を

鼓吹 する教 材として利川 された。ただこ れらは女学 校･

中学校の一部 の教科 書であり、当時 の上 級学校 進学 率

からみてそ れほど広く伝わりはしなかった。

ところが、この話は戦 後文 部省が 初めて 編集した小

学 校の国語 教科書 に｢ や わらかなボール｣ としてに復活

し、全国の小学 生に知られ子ども達の脳裏 にしっかりと

焼 き付けられた。しかし、これらの話 はそれぞ れ異なっ

ており、正確な 資料 検 証 をして いないことが分 かる。

はっきりしていることは、件 のプレーは1920 年ウィンブル

ドンの対チルデン戦の第3 セットでチルデン7-6 清水で

迎えた第14 ゲーム中のプレーであり、清水が 意図的に足

を滑らせ たチルデンのために、打 ちやすいボールを送っ

てやれる状況ではなかったことを、上前淳一郎がその著

で検証している。

試合中のワンプレーが美 談を生 み、レジェンドとなっ

たのは、清水 の穏やかで誠 実な人柄 にあった。彼は過去

何度もその人柄を偲ばせるフェアープレーで 観客を感動

させており、誰しも彼ならこういうこともあり得 ると納 得

してしまったところにある衣文中敬称略)
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高崎高等学校同窓会長(67 期)

串田 之紀

ご 挨 拶

平素より同窓会諸氏のご活躍と母校

への多大なるご支援に敬 意を表すと共

に心より感謝申し上げます。

この第n3 回群馬県立高崎中学校、

高崎高等学 校同窓会総会が 、平 成27

年1月24 日午後3 時から高崎ビューホテ

ルで盛 大に挙行されました。佐藤和徳

前会長始め会員の皆 様から推 され会

長に就任いたしました歴史と伝統ある

高崎高等学 校同窓会会長の重責は、私

ごときが担 えるものではありません。会

員皆様のお力添えを賜り全う出来るも

のと思いますので、是非ともご協力を頂

け れば幸甚に存じます。

さて 、私は昭和 討 年 戦 後生 まれで

｢団塊の世代｣ として一括りにされてきま

した。小中学 校を卒業し高校 進学を迎

え高崎高 校の帽子 の二 本の白線や朴

歯の下駄に憧 れ、受験の動機は不純な

ものでした。受験当日、私の中学からは

十数名が先生に引率され校門へ、町中

高高同窓会報

の一･ 二中の受験 生の多さに圧 倒され

驚いた記憶があります。しかし、どうに

か難 関を通りぬけ合格しました。時は

1964 年 東京 オリンピックの年でした。

入学 式にはブラスバンドの部員が 歓迎

で東 京オリンピック７－チ の演奏を披

露してくださいました。やはり中学と高

校 の差 をみせつけられビックリした記

憶 が今 も鮮明に焼 きついてい ます。入

学 から卒 業の三年間で翠轡 祭、マラソ

ン大会 、定期戦 、関西への 修学 旅行な

ど数多 くの楽しい思い 出をつくらせて

頂きました。

あれから50 年経ち、今 各方面で活躍

されておられる同窓諸兄にお会いする

毎 に、改 めて高崎高 校を卒業出来たこ

とに感謝すると共に誇りに思います。

終に会員の皆様のご指導を賜ります

様、心よりお願い申し上げてご挨拶とさ

せて頂きます。（くしだ のりゆき）

クシダエ業株式会社　代表取締役会長

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

｀ Ｗ ９

し ，

日頃より、母校高崎高校に絶大なる

支援とご指導を賜り感謝申し上げ ま

高崎高等学校校長

佐藤　功

す。本校も明治釦 年の創立以来、118

年の歴史を重ねてまいりました。諸先

輩達によって築かれた高高の文化を継

承しつつ、今後、130年、150年と高崎高

校が発展していくよう教職員一同努力

しているところであります。

り

さて、昨 年12 月に中教審 答 申があ

､その中で、学力の三要素として、①

基礎的な知識及び技能、②①を活用し

て課題を解決するために必要な思考

力･判断力･表現力等の能力、③主体

的に学習に取り組む態度(主体性･多様

性･協働性)を挙げています。

本校では、次世代のリーダー育成を
‐
1
1

日

旨して「翠轡プロジェクト」を本 校の

教育体系 として推 進しているところで

すが、この取 組は中教審答申の内容を

先取りしたものといえます。

また、同じ答申の中で、｢学生が主体

性を持 って多 様な人々と協力して問題

を発 見し解を見いたしていく能動的学

修( 以下｢ アクティブ･ ラーニング｣ とい

う。)の充実｣ が述べられています。本

校 でも授業 改 善 の一つ として、｢アク

ティブ･ ラーニング｣ について取 組を始

めたところです。

このような取 組を通して、高いレベル

での｢ 文武両道｣ を実践し、国際社会で

活躍できる有為な人材を育成して参り

たいと考えておりますので、引き続き変

わらぬご支援、

げ ます 。

―
－
＋
１

ご

( さとう

旨導 をお願い申し上

こ引
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韓国浦項製鉄所に

はためいた二本の日の丸
百 瀬　 格

韓国神商(株)顧問(56 期)
● ● ９ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ＠ ● φ ● ● ０ ● ● ● ａ ● ● ＠ ｓ ＠ ● ● ・ ｅ ｓ ＠ ・ 參 ● ● ● ● ● ｅ ｅ ● ・ 砂 ｓ 母 礦 ｓ ・ ＠ ｅ ＠ ＠ ９ ＠ ｅ ｅ ｓ 參 ｅ 吸 ｅ ｇ Ｑ Ｉ Ｑ ｅ ６ ｓ ● Ｑ ＠ 旬 １ ＠ ｌ 昏 蒙 ・ ・ 砂 ＠ ｅ ｓ ｅ ＠ Ｑ ＠ １ ＠ ＠ ｅ ｅ ｌ ｅ

一 本 目の 日 の 丸 の 旗

何 時 から始 まったの か は 、覚 えていないが( たぶ ん昭 和45

年くらい からではないかと思うが 正1本 は、隣 国として韓 匡|の経

済 発 展を支 援 す るために 、両 国の 経 済に 関 連 する閣 僚 たち

が東 京とソウルで相 互 交 流してい た。

1972 年( 昭 和47 年) 、この 年 はソウルで 開 催された中曽 根

康弘 先 生( 先 輩とした方 がいい のかな?) が 通 産大 臣として出

席されていた。ソウルでの会 議 が 終 わった翌日の1972 年9 月7

日、中曽 根 大 臣 は 秘書と大 使館 の参 事 官 数 名 で浦 項 にお見

えになった。

翌 年3 月の最 初 の高 炉( 第 一 高 炉) の火 入 れと製 鉄 所 の

操 業 開始を控 え、全 ての工 場 の 建設 現 場 が 突貫 工 事に入っ

ていた時 期 だった。当日の 午後1 時 半 近くだったと思うが 、コー

クス工 事 の建 設 現場 にいた私 のところに 製 鉄所 の社 長 の呼

び出しだと言 って、車( 車と言っても米 軍払 い下 げ の小 型ジー

プ 、但し 建 設 現 場 の 移動 には 最 適 であった) が 迎えに来た。

何 処に行くのかと顔 見 知りの 運 転手 に聞くと｢迎 賓 館｣ と言 わ

れた。迎賓 館 は製 鉄所 から5キロ近く離れた製 鉄 所 職員 の住

宅 地 区にあった。迎 賓 館 に向 かう時 に製 鉄 所 本 館 の 前を通

るのだが 、本館 前 の 国 旗 掲 揚 台 に韓 国 の 国 旗 の横 に 昨|の

丸｣ が晴 れ上 がった秋の空 に刷 翻と簸 るがえってい た。

私は1971 年11 月から浦 項 に駐 在してい たが 日本 の国 旗を

目にしたの は初 めて のことであった 。何 で｢ 日の丸｣ の旗 が 掲

げられていたのか は 、迎 賓 館 で中曽 根 大 臣 にお 会 いするまで

判らなかった。迎 賓 館 にも中 曽 根 大 臣 を迎える｢日の 丸｣ が 掲

げられていた。熱 いものが こみ 上げ てきた。たか が｢ 日の 丸｣ と

思 われるかも知 れないが 、韓 国での｢ 日の丸｣ には勇 気 づけら

れるものがあった。

製 鉄所 建 設 の 最 終 段 階 だったので200 名 を越える日本か

らの技術 者 たちが 各 設 備 の建 設 現 場 にいたが 、製 鉄 所 本館

前に掲げられた｢日の丸｣ に皆 驚 いていた。

昼 食を終えて朴 泰 俊 社 長とご 一 緒に 迎賓 館 の玄 関に出て

こられた中 曽 根 大 臣 にご挨 拶 することが出 来 た。玄 関 前では

ソウルからの 同 行 記 者 たちの 問い か けに対して中 曽 根 大 臣

はに の 製 鉄 所 建 設 には 輸 出入 銀 行 の 資 金も協 調 融 資され

ており製 鉄所 の 建 設 の 進 捗 状 況 を担当 大 臣として 見 届ける

４

必要がある。幸い建設工事は朴 泰俊 社長 の下で順 調に進め

られており満足しております。｣と言われた。

朴泰俊社長が、韓 国国会での産業 諮問委員会で、｢先E旧

本 国の中曽根通算大 臣が我 が製 鉄所の建設現場を視察さ

れた。現在わが国が重化学工 業政策推進の真っ只中にある

ときに 我が国の長官や匡1会議員、政府 高官たちが[1本に行

かれても製鉄所や石油コンビナートなどを見学されたとは一度

も聞いたことがない。築地 や赤坂だけが[]本を勉強するところ

ではない。｣と言ったらしい。長官や国会 議員だちからうさん臭

そうに思われたらしいが、朴 泰俊社長は当時の朴正煕大統領

から絶大な信頼を受けていたので怖いもの知らずであった。

私の父は中曽根大 臣に親交があったが、私か中曽根大 臣

にご挨拶出来だのは朴泰俊社長の温かい心遣いである。

朴 泰俊 社長は群 馬にことのばか 思い入 れがあった。理 由

を聞いたところ、戦争 末期に朴 社長 の従弟が東京 から渋川

中学に疎 開をしていたので何度 か渋川を訪 ねたことがあり、

群 馬に親しみがあると言 われた。少し横道に逸 れるがこの従

弟は、終戦で韓国に戻られたが朝 鮮動乱で戦死されたそうで

ある。遺品、遺骨も届かなかったとのことであった。

群馬に親しみを感じていた朴 社長は、高崎 高校 の先輩を

現 場 で私 に紹 介された

のだと思っている。どうで

もいいことであるが 、そん

な心 遣い をされ た 朴 社

長 には感 謝 の言 葉も見

当 たりませ ん。

これは 横道ではなく、所謂｢エピソード｣

中曽根大 臣 が帰られた翌日、総務 担 当の専 務理 事 から

｢迎賓 館｣ での昼 食を招待された。この専 務は元 陸軍中尉で

恰幅が良くそのうえハンサムであった。私とは独身寮での麻雀

仲 間である。なんで昼食に呼ばれたかと言うと中曽根大臣の

昼 食のメニューと同じものを出すので評価して欲しいと言うこ

とであった。韓 国の李 王朝でもあとがら毒 見はなかったろうと



大笑いをした。中曽根大臣がお代わりをしたメニューがあると

専務が自慢そうに言うので何かと聞くと｢松 茸 の塩焼き｣だっ

たそうである。

二本目の日 の丸

1979 年6月21日。

福田赳夫元総理か中川一 郎議員や石原慎太郎議員など

10 名近い元気のいい国会 議員を引き連れて浦項に来られ

た。迎賓館での昼食会には私も呼ばれた。高崎高校の先輩、

後輩ということを知っての朴泰俊社長の気遣いであった。

食事がたけなわになったころ、日本 の歌 曲のバック･ミュー

ジックが流 れ出した。何 曲か進んだあと、｢夜 霧よ今 夜も有難

う｣が流れた。一同｢ オー｣と言う声と拍 手が一緒だった。福[日

元 総理が石原議員に｢これ君の弟 だよな｣と言われ、石原議

員の少しはにかんだ顔を今でも思い出す。

Ｆ

この時も、製鉄所の本館前の国旗掲揚台に韓国の国旗と

[|の丸]が掲げられた。勿論、迎賓館にも掲げられた。

私は1986年8月まで浦項に駐 在したが、浦項の空にたなび

いた日の丸はこの二本 だけだった。

二本の｢日の丸｣が

高崎 高校 の先 輩 が韓

国･ 浦項 に来られた時

のことであり、それが 同

じ高校の後輩の目の前

で 起こったことに何 か

不 思議な縁と言うか繋

がりを感じる。

福田 元 総 理 の｢ エ ピ ソ ード｣

1993 年8 月から11 月まで韓 国･ 忠 清 道　 大 田 け ジュン)で

万 博 が 開催された。日にちまで 覚えていない が 、確 か｢ ジャパ

ン･デー｣ に福 田元 総 理 が 来 韓され ホストを務 められ た。私は

万 博にも出 かけてないしジャパン･デーも出か けてなかったが 、

ジャパン･デ ーの二･ 三 日あとに福 田 元 総 理 の 秘 書の 方 から

国際 電 話 が あり、先 生 がお 話ししたいことがあるので先 生 の

ところの 電話 をして欲しいとのこと(奥 様 が出 か け ておられて

先 生 が 国際 電 話を掛 けられないので 私から)である。そんなこ

ともあるのかと思 い 、知らされた番 号に掛 けると｢まってたよ｣と

先 生 の声 が 聞こえた。要 件 をお 尋 ねす ると万 博 のあとのソウ

ルで金 泳 三 大 統 領と面 会 の予 定 であったが 風 邪をひいてし

まい大 統 領に風 邪をうつしては 失 礼と思 い 面 会 をお 断りして

帰 国したと言うことだった。

風 邪 は嘘 で福 田さんは 金大 統 領とはウマが 合 わなかった。

即ち嫌いだった。

朴 泰 俊 社 長も金 大 統 領とはウマ が 合 わなかった 。金 大 統

領に睨まれた朴 社 長 は製 鉄所 を追 われ2 年 ほど日本で生 活さ

れ た。

おそらく日本では製鉄所など見学されたことのない二 人の

大先輩が、韓国の製鉄所に

長の人となりからである。

t ｔ
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ﾄ泰俊社

私も実の弟のように可愛 がって頂いた。勿論辛いこともあっ

た。担当していた発電所 のコンクリート工事が不良工事という

ことで数百 人の建設 関係者 の目の前で爆破されたこともあっ

た。第一 次石 油ショックでホット･コイルが全然 売れなかった時

に、2万ﾄﾝ のホット･コイルを欧州に売り繋いだが一言も感謝

の言葉もなかった。お互い我 曼比 べをやっているようだった。

ただある時、製 鉄所 の幹部 から朴 社長 が百瀬さんのことを、

若いけど骨 のある日本 人に出会ったと言われてますよと聞かさ

れたことがある。唯一の褒め言葉であり嬉しかった。

ひとり言

ところで｢ 気 配り｣が出来て｢おもてなし｣ が出来て、言葉は

ちょっと乱暴だが、｢手八 丁、口八 丁｣ の切れ者が世 界中を飛

び回って仕事を創り出して[ﾖの目を見ると、そこに定点 観測の

人 間を配置してアフター･ケアにこれ努める。資源がない日本

は、世 界中の出来るだけ多くの人たちに手にとって貰えるもの

を開発しなけ ればならない。私たちの時代はそんな繰り返し

だったのではないかと巴っている。

これからの時 代はどうなのか。資源のない日本にあるもの

は、人材だけである。日本がこれから生き残るためには、狭い日

本で競い合う｢JTS 規格の人材｣ を創るのではなく、世 界に通

用する人材を創り出すことを考えて見てはどうだろうか。

このような提案をすると、今までは外国 語( 特 に英語) 教育

の強化で片付けてしまって来ていた。確かに、教育の現場で

は限られた教 師陣で直ぐに取り掛 かれる教科は英語しかな

い。非常勤 講師による人材教育 の教科などには受 験校の宿

命で時間がさけない筈である。

このままでは、今までと何ら変わりのない地方のちょっと名の

知られた進学校で埋もれてしまう筈である。

選抜して海外留学も一法だが、これも莫大な費用の問題

が生ずる。

福田さん、中曽根さんは[]本のリーダーとして世 界の指導

者だちと堂々と渡り合って来られた先輩である。先輩に続けと

はっぱを掛けると、戦前の教育方針となってしまう。

世 界中から大勢 の若者を迎え入れることを考えてみてはど

うだろうか。

日本の学制 だが、高校の3年 間だけでなく、大学 の4年 間も

口
‐

カ えた7年 間の一貫 教育を考えて見てはどうだろうか。

次世代 の世 界の若者との交流を図ることが、本当の日本を

知ってもらうことになるし|止界を知 ることにもなる。全 寮 制も考え

てみる価 値 があるの ではない か 。緑 の多 い 観 音 山 の麓 に世

界中 の若 者が 集う。夢 があります ね。

これから益々少子 化か 進む中で、こにんまりと纏まるのでは

なく逆に世界に門を拡げることで生き残りを図るべきではない

か計ほｿ了の再生 、活性化にも繋がるのではないか。みんなで

一緒に考えてみて意見を出し合ったらどうだろうか。

５
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昭 和51 年4 月高 崎 高 校に入

学しか私は、多 少 の迷 いはあっ

たものの、ほとんどほか の部室を

訪 問することなくラグビー部の 門を叩 いた。

私には3 歳 年 上 の兄かおり、その影 響もあって中学 時 代 から

ラグビ ーには多 少興 味を抱 いていた。部 室 へ 行くと｢根 岸さん

の弟 か!よく来 たな!｣と声をかけられ、その気になってしまった。

しかし 、現 実は 大 変 厳しく、入 部して3 か 月ほどは、自宅まで

の帰り道 、約10 キロという道 のりに体 が 悲 鳴を上 げていた。そ

んな状 況 だったので 、一 緒に入 部した数 人の同 期 は半 年もし

ないうちに辞 めて行った。

ただ救 われたの は 、そ の 頃 の高 々ラグビ ー部 は練 習 時 間

の短さては定 評 があった。35分 ハーフの試 合 、前後 半 で70 分

という時 間を目いっぱい 走 ればいいの だから、練 習もそれ以 上

長くする必 要が ない、という、今 考えると屁 理屈 としか思えない

ような不 思 議な伝 統 があった ので 、遅くまで練 習をしている野

球 部などからは 、ずい ぶん羨 ましがられた記 憶 がある。

そのような短 い練 習 時 間 であるにも関 わらず 、県 内 ではほと

高々ラグビー部　主将　76 期

″
４

Ｃ

９ り ＱＱＱ９ぐり０６９やａｅｓｃ･きゆｅｅ６ｅｃｏの

根岸

んど負けることがなかった 。ただ 悔しい のは 部 員 数 が 少 ない

の で、どうしても3年 生 だけのチ ームを作 ることが できず に 経

験 の 少ない1･2 年 生 を試 合 に出さざるを得なかった。お のずと

経 験不 足 から実 戦となるとチ ームは弱 体 化 する。県 内 では負

け 知らずであるはず の高 々ラグビーに何 度か 汚 点を残した。

負 け た試 合 は 思 い 出したくもないが 、どうしても忘 れられない

の が 、伊勢 崎 東 との 試合 である。国 体予 選 の 準 決 勝 、負 ける

はず のない 相 手 だったが 、わが チームは主 力 選手 の怪 我 が

たたって、敗 北 を喫してしまった。そのことが 今 でも記 憶として

蘇る。負けた記 憶は 一 生 残るのである。

今 となってはい い思 い 出と言 い たい所 だが 、あまり思い 出し

たくない 経 験 である。

そ んな私 です が 、今 は高 崎 市 の市 議 会 議 員として、3期 目

を迎え、市 民 の皆 様 の 負 託 に応 えるべく、日夜 邁 進しておりま

す 。また、社 会 人 ラグビ ーチ ームの 群 馬 惑 惑 倶 楽 部 に所 属

し、練習 はサボりがちながらも、青春 の日々を少しでも取 り戻 そ

うと、日々奮 闘しています。

~W へ

目下七十七歳、今が一番…
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鼎

Cｏｎtrｏl

泰

Misat ｏl

｢苦しい｣ではなくて｢ 楽しい｣です。その理 由は、薬業 界に

入って新しい癌治 療を求め半 世紀 、波乱 の人生 を過ごして

来ました。開発コンセプトは二つです。① 癌細胞 にオタマジャ

クシの尻尾 の如く寿 命死 を起こし消えてもらう(アポトーシス

誘 導) 。② 癌細胞 に味方する自己の細胞 群を排 除する(リン

パ 球／ 穎粒 球バランス几この二つのコンセプトで失敗 に屈

せ ず奮 闘、②に関しては｢ 穎粒 球 吸着 用アダカラム使 して

上市 、しかし、①は不 成功 のまま退 職を迎え幕がおりてしま

いました。しばし休 養、そんな矢 先、箕 郷 町の梅 農 園主 が来

社、｢町のピンチです。全国 二位 の生 産量にも拘らず紀 行ブ

ランドに押されております。何 か付 加 価値をつけて貰えない

でしょうかＵ｢ 私に出来ることは癌細胞 に対する影響を検討

ア ダバイオ株式会社　 代表取締役　56 期

足 立　 正一

する位です｣ 早 速、梅エキスを処 理して癌 細胞と免疫 細胞

に加 えて 観察。顕微 鏡 下に大ドラマ、夢 に見たオタマジャク

シの尻 尾 の実現、しかも裏 切り軍 団まで死 滅です。早速 老

骨に鞭 打って梅 に特 化した開発 会社アダバイオを立ち上げ

十 年目を迎 えております。目下 梅 サイエンスの第一 弾として

開発したに サトール｣で癌と難 治性 脂肪 肝 にフォーカスして

大手メーカーと共同 開発 が進 行中です。認可を得て上市さ

れると榛 名山系 の梅 林に黄 金の花が 咲くのではと目下 楽し

みに皮算 用です。この間長 丁場 の難 問を同窓 の生 方将 夫

兄、乾 純和 兄、桜井 弘兄 、故 小 川清治兄 の応援 で乗り切る

ことが出I来ました。同窓あっての今、感 謝しております。

６
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元JR 東日本･宇都宮駅長　 日本バイオリ ン製作研究会会 員　66 期

陸上競 技は中学生 から始め、デュアスロン参戦 による中

断を経て50 歳で復 帰、毎年15 回程マスターズ大 会に出て、

｢ やり投げ｣ をはじめ投 てき全 種目で昔と同じようにもがいて

いる。

音 楽はどういうわけかクラシック、小 学生 の 時中波2 局 の

ステレオ(:立体) 実験放 送をボロラジオを2台並 べて聴き、群

響 の移動音 楽教室はとても待ち遠しかった。

中学 生 の時 は、小 遣い で買い始 めたレコード(ドーナツ

盤) を父の軍歌 用 のプレーヤーで聴き、高 高で群響を聴い

た時｢ オレもあそこでやりてえな｣と漠 然と思ったが 、楽 器も

やっておらず、実理| 生のない 無 理 なことだった 。

一旦就 職し進学 計9 歳でクラシックギターに熱 中。24歳で

－

－ ･ . ﾔ ζ ﾆ ﾍ ﾞ ﾌ 2

カザ ル スを 聴 きチ ェロ を衝 動 買 いし 、平 成3 年JR 東 日 本 オ ー

ケ ストラ発 足 時 に 入 団 、以 来 約25 年 続 い て い る。

バ イオリン製 作 もす で に20 年 、自 分 が 弾 くチ ェ ロ は 当 然 自

作 だし 、頼 まれ 製 作 も始 め た 。

全 て 素 質 なし 、先 生 なし 、下 手 くそ な の に｢ 投 げ や り｣ に な

ら なか っ た の は 、｢好 きなこと｣ はど ん な ことが あっ て も続 け ら

れた ということか 。

しか し 、ここまで 来 て 省 み るに 、趣 味 道 楽 も、｢何｣ をど の よ

うにして｢ 好 きなこと｣ にし た か が 人 生 にお け る重 要 なポ イント

に なるの で はな い か と思 い 始 め た 。

｢Ja ｖｅｌｉｎｃｅｌｌｏ｣ は 私 の 造 語 、今 年 か らメり レアドレ スに 使

い

W － ・ m

始 め 、気 に入っている。

富田　 和弘

て参加して以 来25 年 一度も休むことなく幹 事期 を迎える

事 が出来ました。その間多くの先 輩方 に可 愛がっていた

だき、毎 年この新年 総 会に参加させていただく事に喜 び

を感じております。

｢高崎 高校 同 窓会新 年 総 会･ 懇 親会｣ という伝 統ある

行 事を幹事 として迎 えるにあたり、85期 一同｢ おもてなし

の心｣で皆 様をお迎え致します。

ご参加をお待ちしております。よろしくお願い申し上 げま

す。

第114 回高中高高新年総会・懇親会

心よりお待ちしております
85 期代表幹事　ライス総合保険･㈲富田総合保険プランナース代表取締役

社会 人1 年目の24 才になった年 に初 めて同 窓会新 年

総 会･ 懇 親会に参加致しました。会場で周りを見渡しても

同期はいない 、顔を知っている先輩もいない 、訳も分 から

ずいる中で、応援 部ＯＢの先輩 の指 示に従い 、羽 織、袴

に着替え、先 輩方と一緒に壇 上に上 がり校歌 、応援 歌を

斉唱しました。会場 一 体となっての雰 囲気に感動した事

を今でもよく覚えております。

卒業して圓 年 後の幹 事期まで随 分遠い先 の事と思っ

ておりましたが、あっという間に時 が 過ぎ、気付けば初め

７
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平 素 は翠 轡 育 英 会 に対しご 指 導 、ご|窃力 をいただいてお

り、深く感 謝申レ ヒげます。

本年 は本育 英 会 が発足してから30 年 が 経 過し、31年目に

入りました。この 間、124 人の生 徒 諸 君 に奨学 金の給 付を行

いその修学を後 押しするとと似こ、全 国大 会出場 の選 手 諸 君

にも激励 金を贈りその活 躍を応 援してきました。この事業 を順

調に進 めてこられたのは、同 窓 生諸 氏 の心 温まるご支 援 、ご

協力 のお蔭と、深く感 謝しております。発足 以 来の篤志 寄付の

件数 は235 件 に及 び、同 窓生 諸氏 の後 輩 諸 君にたいする愛

情と期待 の大きさがしのば れます 。特に、低 金 利 時代 になり基

金の 運用益 での運営が 困難 になってからは 、この寄付 金だけ

で運 営 資 金をまかなっており、本当に有難く改 めて心 より感 謝

申し上 げます 。また、昨 年 度よりお願いをしているコンビニ振 込

による寄付 金は、本年も好 調で、1,565 名 の諸氏 のご厚 意が

育んでくれた人

38期
重 田 精一八

会 議等 で学 校 へおい でになった折 、私 のところへ 来 て｢田

端さん、今 剛 帚りがけ にうちに寄ってくれますか｣ と、ソフトな物

腰でおっしゃって、瓢 々とお 帰りになる姿 が忘 れられませ ん。言

われ たとおりご自宅を訪 ねると、(短い足 のおじさん1)でごめん

なさい｣ とおっしゃりながら笑って封 筒を手 渡してくれました。言

わずと知 れた翠 営 育 英 会 への 寄 付 金 です。時には 、お 部屋

でご懇 談 下さりさまざまなご教示をい ただきました。特に先 生の

同期(38 期) の三 輪 八郎2)さんのことについて、同時 代に生き

なければ分からない 戦 時下 のプロ野 球 選手 のことなど貴重な

お話をお聞きしたことは、後日の｢翠営の群像一白球に賭けた

青春｣ 執 筆に大い に役 立ちました。こうしたおつきあいは私 か

高 高在 任中 に連 年 続き、本育 英 会にとっても本当に有 難かっ

たし、私にとっても先 生のお 人柄に触 れることが楽しみでした。

先 生 は、晩 年になって高 崎 高 校 同 窓 会 副会 長 、翠 営 育英

会 理 事 長 を歴 任 され 、母 校 に発 展に大 い に寄 与されました

が 、壮年 期には 即 吟政官 界を相 手に一 歩 も退 かない 戦いを

率いた日本 医 師 会武 見 太郎 会長 の下 で、常 任 理事を通 算↓

2 年も務められ 会 長を支え続けたられました。この経 歴からは

想 像が できない 物 腰 の柔らか い、丁 寧な言 葉 遣いでしたが 、

時折 見せる眼 光 の鋭さが 修 羅場 を踏まれた男を垣 問 見せて

くれました。本当にかっこいいジェントルマンでした。

1､565,000 円に達しており、ご|為力 下さった皆 様に有難く厚

くお礼を申し|こげます 。このように篤 志 、コンビニあ わせての 寄

付 金 収 入が 増 えており、本育 英 会の 運営 は 従 来に比 べてあ

る程 度の余裕が生 まれ、安 堵しております。

本 年 度も主 たる事 業 の奨 学 金の給 付については、1年生 よ

り5名 の諸君 を採 用し2 、3年 生 の10 名とあわせ15 名に給 付

することでスタートしております。今 後 災害 、家 族 関係 の急 変 等

により、新 たな事態 が発生した場 合 には適宜 対 応します。

こうした皆 様 のご 厚 意により上 述したとおり運 営 費 にもやや

余 裕が 生まれましたので 、来 年 度 からは奨 学 資 金 給付 事 業

の拡充 を図りたいと思っております。皆 様には今 後も本育 英 会

へのご指 導 、ご支援 をお願い申し上げます。

平成27 年11 月

公益財団法人 翠轡育英会 理事長 田 端 穣

平成26 年度｢公益税団法人 翠轡育英会｣決算書

■収入

正味財産(基金)運用益

寄付金

雑収入

合計

■支出

事業費 奨学金

学校教育補助

教育環境整備補助

委託料

通信運搬費

消耗品費

支払手数料

雑費

管理費 通信運搬費

支払手数料

広告宣伝費

雑費

合計

3,339,798 －２,604,716

(単位･ 円)

12,255

3,326,393

1,150

3,339,798

1,680,000

120,000

383,130

100,000

80,770

1,218

194,800

21,614

3,384

1,700

10,000

8,100

2,604,716

=735,082 （正味財産に繰入）

・ 正 味 財 産( 基 金)

＊ 当 期 首 残 高　　　　　51,103,962

＊ 繰 入 金　　　　　　　　　735,082

＊ 当 期 末 残 高　　　　　51,839, ０４４

(現 在 高)

(注)上記決算当 は財団法人の決算書の 株式 とは異なり ますが,皆 様にわかりや すく
する ために,‥ 般的 な収支報告書 の様式にまとめたものです。

１)アメリカの作家シーン･ウェブスターの小説｢あしながおしさん｣で､孤児

ジュデイに奨学金を送る資産家を､彼女が｢あしながおじさん｣と呼んだこと

から､｢あしながおじさん｣は現代日本では広く学生への援助者の意味で用い

られている。

2)高崎中学校野球部のエース､阪神に入団。昭和１５年巨人をノーヒットノー

ランに抑え､若林と並ぶ阪神のエースとして活躍した。



高高同窓会報

来る平成29 年は母 校創立120 周年( 創立明治31 年４月１日)となります。

母校及び同窓会 一PTA･教育後援会と歩調を合わせ実行に向けた活動を開始致しました。

つきましては概要をご確認頂き、記念事業への募金活動へのご支援、ご協力をお願い申し上げます。

１

記念行事開催日

2｡ 記念行事

(1)記念式典

(2)記念講演会

(3)祝賀会

(4)記念誌発行

(5)記念事業

3｡予算

総事業費

総務費

式典費

800 万 円

講演･祝賀会費

記念誌

記念事業費

平成29年5月20日(土)

会場: 検討 中

講師: 検討中

会場: 検討 中

『目で見る高中･ 高高120 年の歩み』

指月庭改修

100 万円

30 万円

250 万円

220 万円

200 万円

資金調 達

同 窓会募金･ 準 備金　　　500ﾌ 了円　　 ※維持会 費に1,000円、2年 間上乗 せさせて頂く

教育 後援会 準備金　　　300 万円

４.記念 事業 の概要

校 歌に『バラの香 におう学 舎にて友よ』と謳 われておりますが、半 世紀 の変 遷を経て現 在 はまばら

なバラであり、校歌 にそぐわなくなってきております。井上 房一郎 翁往 時の面 影をよみがえらせるべく

事業を進 め、120 周 年に間に合わせ たいと考えております。同 窓会 員の皆 様におか れましては趣旨

をご理 解の上、ご厚志を賜りたく心よりお願い申し上げます。

又、維持･ 管 理 につきましても同窓 会 員有志 のお力( ボランティア)をお 願いしたいと考えておりま

す。母 校にバラを一杯 咲 かせ たい 同窓 会員で月１回でも手入 れにご協力い ただける方は同 窓会事

務局(027-320-6024) までご 連絡下さい。

昭和39 年卒業アルバムより
I り ｰ - a 一 時 的 〃 ・ ♂

１
１

平成27 年11 月撮影

９



高高同窓会報

第63 回翠 柳 祭 のテ ーマは「Ｐｉｅｃｅ Ｆｕ11」 でした。 長 年

続 き発 展して きたこの 翠 轡 祭 を 、 さらに よりよく 、 そして

来場 者の 皆 さまに より楽し んでもらうべく 、高 高生 一人ひ

とりが 意 識を高くもち 、今 年 も無 事成 功 を修めることが で

きまし た 。

しかし、翠轡祭は来年も再来年もずっと続いていくもの

です。今 年も成功の裏にはたくさんの失敗 がありました。

その失敗を後輩達の手で成功へと変え、翠轡祭をより発

展へと導いてほしいと考えます。

１０

ﾗ Ｅ 苧 翻 丿

或 詔 惑 鋤

":'゛:ｲｎレｔl;ａｉｌ;4い･"'

最後に、 こうして第63 回翠轡祭が無事成功に終わるこ

とができたのも、実行委員を筆頭とする高高生全員の努

力や協力、そして地域の皆さま、ＯＢの皆さまの温かな支

援、応援のおかげです。 また、先 生方にも忙しい合間に

協力して頂きました。 ここに感謝を申し上げますとともに、

今 後ともご迷 惑をかけることもあるかもしれませんが、引

き続き温かいご支援をお願い申し上げます。

来年の翠偕祭 の成功を祈念して筆を置かせて頂きます。

第63 回翠轡祭実行委員長　3 年　 小島知也
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｢『富士の白雪』を戦場に響かせる喜びを、今こそ前橋でベ

アウェイで負ける、という法則を打ち破り、数大会ぶりの連覇を目指し、下し

つ下されつの接戦を繰り広げましたが、夢には数歩及びませんでした。自らの

力不足を痛感しました。

負けてしまうとどうしても敗因に目が行きがちです､失敗から学ぶことも大切

ですが、勝てた要因を深く追究することも、勝利のための鍵となるでしょう。

今回私か感じたのは、全体で士気を高めることの鄭しさです。実行委員と全校

生徒が一体となって同じ 圃券利｣ という剛票に向かっていく姿勢を貰くことが、

定期戦におけるベストのカタチですが、今年はそれが至らなかったのではない

かと思いま醜

伝統ある定期戦、第69回を作り上げることができたのは、チーフ陣、実行委

員、全校生 徒の皆さん、そして諸先生方のご協力があってのことです。本当に

ありがとうございました。

来年度は、節目となる第70回大会です。記念すべきこの大会において我が

高崎高校が優勝杯を取り戻し、今 年度の雪辱 を晴らしてくれることを願ってい

ます。　　　　　　　　　　　　第69 回定期戦実行委員長　3 年　井田一道

゛l ｔ`
レソﾔ

高高同窓会報

第６９回定期戦得点表

部対抗

圖
一般対抗

'古“‘ 古'

『 司 『司 前高 一 一晶 局 前高

水　泳 ３ ６

駅　伝 ０ ９

綱引き ６ ３

玉入れ ３ ６

ｿﾌﾄ ﾎﾞｰﾙ ６ ３

長縄跳び ０ ６

０ ６ 卓　 球 ４ ５

６ ０ 陸上競技 ０ ９

６ ０ ｿﾌﾄﾃﾆｽ ３ ６

６ ０ ﾊﾞﾚｰ ﾎﾞｰﾙ ３ ６

６ ０ ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ ６ ３

０ ６ 空手道

６ ０ 柔　道

０ ６ 剣　道

０ ６ 弓　道

６ ０ サッカー

６ ０ ラグビー

６ ０ 硬式野球

０ ６ 軟式野球

０ ６ テニス

48 36 小　計 34 62

82　　 高高 総　合 前高　　98

１ １



高高同窓会報

○(E17回

曇空で例年より高い湿度の中、第67 回高崎高校校内

マラソン大会が11月17日(火) に学 校周辺の方々のご理

解とご協力で行われた。コース(9.1km) の前半は長い上り

坂が続き、白衣観音を過ぎると平らになる。そして洞窟観

音方面に向かう辺りから急激な下り坂となる丿青水寺の

石段下から高高まではほぼ平らであるが精神 妁に一番辛

いところである。優勝者のタイムは32分47秒。今年も全員

が完走することができた。午後の表彰式は第一体育館で

行われ、クラス表彰、個人表彰に加えて、各教科や生徒会

からの特別賞の発表で盛り上がった。

銀 杏並 木でのラストスパート

平成27 年11 月17 日( 火)

コ ー ス

護 国 神社 前のスタートダッシュ

Ｑｏ＠●ｓＱ＠＠ｏＱｅｅｅｅＱりａｏａＱ０３ｅｅむＱりりｏＱｏｏＱＱｏｃＱＱＧｏｏＱＱｓＱなＱｅりｅりＱａｇＱなりｅＱｓｃりり，２０００ｓｃ：ＱりｏｃＧ５１００ｅのｇｅｃ？

進路状況(全日制) Ｃ

)内は現役

ご 犬 27年 26年 25年 言づ 亀 27年 26年 25年 立 入 27年 26年 25年

北海道大

東 北 大

筑 波 大

群 馬 大

埼 玉 大

千 葉 大

東　京　大

東 工 大

一 橋 大

横　国　大

新 潟 大

金 沢 大

10(6)

27(22)

8(7)

31(27)

5(5)

5(3)

9(4)

1(O)

獄O)

4(4)

10(6)

13(12)

9(8)

30(25)

5(4)

27(20)

6(5)

9(7)

10(6)

3(2)

4(3)

4(3)

11(8)

13(13)

8(5)

25(19)

6(5)

28(24)

9(7)

13(12)

5(5)

6(3)

3(3)

3(3)

14(11)

13(10)

信　州　大

名古屋大

京　都　大

大　阪　大

高 経 大

首都大東京

国公立大

医学部医学科

慶 厖 大

早 稲田大

臥5)

3(3)

2(O)

3(2)

15(12)

削4)

4(4)

2 出1)

46(23)

4(2)

ジ5)

8(6)

2(2)

16(15)

7(5)

10(7)

30( 川

53(32)

5(4)

1(1)

4(3)

4(4)

14(14)

出)

12(11)

30(25)

36(30)

中　央　大

明　治　大

上　智　大

立 教 大

学 習院大

青山学院大

法 政 大

日　本　大

東京理科大

芝浦工業大

同志 社大

立 命館大

55(47)

57(47)

9(8)

8(6)

7(4)

15(10)

32(29)

56(41)

72(39)

38(34)

4(3)

10(5)

66(46)

84(64)

20(10)

16(10)

8(6)

26(21)

48(39)

75(58)

102(77)

n(58)

5(3)

18(9)

58(53)

67(52)

13(12)

22(13)

9(7)

16(13)

33(27)

45(36)

70(55)

52(42)

2(2)

16(11)

１２



高高同 窓会報

万年暴節価 貫席 題氷 澱 雛 縁 無 聯聯　

ト

軟 式 野 球 部　2 年　 清 水 康 佑　 関 東 大 会 出 場

6年ぶりに秋季関東高等 学 校軟式 野球大 会群馬 県予 選大 会

で優 勝を果 たし、関東大 会に出場することが できました。田島

先 生 、沼野先 生 、下田先生 のご指 導 の下 、保 護者をはじ め多 く

の方々に応援していただき、深く感謝しています。

昨夏の北 関東大 会、作 新学 院戦 での惜 敗を受 けて｢ 関東 大

会優 勝｣ を目標 にかかげ て新チームが始 動したものの、関東 大

会では初戦敗退という目標からは程遠い 結果に終 わってしまい

ました。

春･夏季 大会では目標達成に向けて邁進していこうと思います。

これからも高崎高校軟式 野球部の応援 よろしくお願いします。
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○春季関東地区鳥校野球大会群馬県予選

２回戦　高崎１－４伊勢崎工業

○令国高等学校野球選手権群馬すこ会

２回戦　高崎3 －10前橋南

○秋季西毛リーグ
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駅 伝 競 走 部　2 年　 金 子 哲佳　 関 東 大 会 連 続 出 場

今年 度も関東大 会に出場 することでき、今年で16 年連続出場

となりました。このような素晴らし き伝 統を築とﾋ げ てくること

ができたのも、津久井先生 、新井先 生をはじめ、ＯＢ、保護者、そ

の他関わってくださったすべての方々のおかげであり、深く感 謝

申し上げます。

目標としていた｢県大 会4位｣ を見事達 成することがで きたの

は、やはり3年生の力が大きかったところがあります。3年生 が引

退したい 今 、私 たち後輩はそんな先輩 に少しでも追いつけるよ

う精一杯走り続けます。

これからも高崎高校駅 伝部をよろしくお願いします。

○決勝トーナメン

高崎８

○ 秋季関東高地区高校野球人会群馬県予選

２回戦　高崎Ｏ－レ伊勢崎九 泉

(延長１０回)

則㈲,回削回于柿人会(全国大 会県予選)

ペスト４

々決勝

決勝

心
呪

川
１－

－
１

成

高崎５－

高崎１－

高崎５－

高崎５ －

ノカー選Ｔ

高崎ｎ卜

高崎

高崎

高崎

②３回戦　高崎２一叫尹商

章万嚇　高崎Ｏ－２県央

く校より選手１帽3 年　山

関東ブロ ック人 会(埼玉りI,い

群,l烏Ｏ－２東京

群馬1こ－Ｏ神奈川

群馬１－２埼」

寸I心毛地区大会



高高同窓会報

準々決勝

準 決 勝

高崎２－Ｏ高商

高崎Ｏ－２県央

全日本バレーボール高等学校選手権大会

（春の高校バレー）群馬県予選会

３回戦　高崎２－Ｏ館林

準々 決勝　高崎１－２市f商

①②関束高校陸上競技大会(山梨)

兼インハイ予選

岡島秀樹(3年)100m

高橋優作(2年)100m

武士文哉(2年)800m

猿谷　亮(2年)110mH

茂原大悟(3年)3000mSC

茂原大悟(3年)3000mSC

4×100mR

竹洋　陸(2年)1走

高橋優作(2年)2走

岡島大樹(3年)3走

山中公道(3年泗走

竹滞　陸(2年)1走

高橋優作(2年)2走

岡島大樹(3年)3走

山中公道(3年)4走
力I]藤品充(3 年)やり投

金光雄紀(2 年)やり投

⑤高橋優作(2 年)100m

竹洋　 陸(2 年)100m

竹洋　 陸(2 年)200m

武士文哉(2 年)800m

黒柳宏暢(3 年)1500m

黒柳宏暢(3 年)5000m

金子哲佳(2 年)5000m

茂原大|吾(3年)3000m S C

矢野泰生(2 年)5000mW

内田朋秀(2 年)5000mW

4×100mR

安達宗次郎(1年)1 走

高机優作(2 年)2 走

竹洋　 陸(2 年)3 走

多胡　 俊(2 年)4 走

橋本大輔(2 年)三段跳

加藤品充(3 年)やり投

金光雄紀(2 年)やり投

･男子総介成績(一部校12校中

⑥ 県高校 新人大 会耐 折)

高拶優 作(2 年)100m

竹部　 陸(2 年)100m

竹洋　 陸(2 年)200m

聡 仁如 郷00m

武上 文哉(2 年)1500m

金子哲 桂(2 年)1500m

金子哲 佳(2 年)5000m

猿谷　 亮(2 年)110 ｍＨ
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決
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茂原将悟(1年)3000m S C

4×100mR

安達宗次郎(1年)1 走

高橋優作(1 年)2 走

竹洋　 陸(2 年)3 走

上村赳之(1 年μ走

高橋優作(2 年)1 走

今井　 樹(1 年)2 走

竹洋　 陸(2 年)3 走

古井柊人(1年)4 走

決 5位

位
　
　
　
　
　

位
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決

決

決

金光川紀(2年)やり投　　 決

⑥関東高校選抜新人大会(前橋)

高価優作(2年)100m

竹洋　陸(2年)200m

武士文哉(2年)1500m

武士文哉(2年)1500m

矢野泰生(2年)5000mW

4×100mR

高橋優作(2年)1走

今井　樹(1年)2走

竹洋　陸(2年)3走

吉井柊人(1年)4走

金光雄紀(2年)やり投

⑥県高校駅伝

位―

位
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決
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位2
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郭
　
　
　
　
　

茄１

予
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予

決

(伊勢崎市陸上競技場周回コース)

･総合成績　第4位

※16年連続関東高校駅伝出場権を獲得

茂原　大吾(3年)

戸塚　有雄(1年)

黒柳

金子

高橋

茂原

武士

宏暢(3 年)

哲佳(2年)

諒平(3 年

将悟(1年

ｊ

ｊ

文哉(2 年)

⑥関東予選

50rｎ白山

100m 自由

100m 白山

200m 白山

1500rｎ自山

100m 平泳ぎ

100m 平泳ぎ

200m 平泳ぎ

400m リレー

800m リレー

増山　亮

増田　亮

須田大輝

中高悠太

劃刈泰成

是永琢斗

斉藤　匠

斉藤　匠

400m メドレーリレー

7位

7位

8位

8位

7位

1位

2位

2位

4位

5位

5位

以上､9種目関東大会出場

①100m 平泳ぎ　 是永琢斗基準タイム

突破によりインターハイ出場決定

②100m 平泳ぎ　 是永琢斗出場

③50m 白山

100m 白山

100 ㎡ 消]:I

須出大輝

中 高悠太

須田大輝

6位

7位

8位

⑤

200m 自由

400m 自由

100m 平泳ぎ

100m 平泳ぎ

400mリレー

中高悠太

増田　亮

是永琢斗

斉藤　匠

400m メドレーリレー

―

50m 自由　　　佐藤　優

50m 平泳ぎ　 古川竣介

00m バタフライ 佐藤　優

8 位

4 位

1位

3位

４位

7位

総合5 位

6位

3位

2位

①個人戦　 須田･森田ペ ア、小板橋･金子

ペア　 ペスト１６

団体戦　 ３位

②個人戦　 須日]ト森日｣ペ ア　ペスト１６

団体戦　 ３位

⑤個人戦　 佐藤･宮洋　 ペスト３２

団体戦　ペ スト８

⑥夏季大会

シングルス　森田　 寛　 ベ スト１６

団体　 ペスト１６

②ペスト

⑤ベスト

⑥強化大

ペスト

ペスト

②団体戦

Ｉ

Ｉ

会

C
　

Ｃ

４

４

C
　
Ｃ

jヽ 林

割 畢

２回戦　高崎３－Ｏ太田

３回戦　高崎１－Ｏ高崎商業

４回戦　高崎Ｏ－３前橋育英

⑥学校対抗団体戦

２回戦

３回戦

４回戦

(ペスト８)

高崎３－２高崎東

高崎４－１前橋市

高崎１－１農大二

(ペスト８)

②団体戦　１回戦　高崎５－Ｏ伊工

２匝I戦　高崎５－Ｏ勢多農

準々決勝　高崎Ｏ－３前商

個人戦 内山栄太郎

関谷太志

原　裕昭

(ペ ス ト

66kg 級 ベ ス

73kg 級 ベ ス

90kg 級 ベ ス

８

只

）

ト

Ｇ

（

）

ト

只

）

ト



①個人戦 柴肝院宜　　73kg級　　３位

関谷太志　　73kg級 ベスト８

⑥群馬県ジュニ ア柔道選手権大 会

関谷 太志　　73kg 級

⑥少年柔道強化選手選考会

内山栄太郎　73kg 級

＊県強化選手 高橋俊圭　　81kg 級

＊県強化選手小林　 陸　　81kg 級

⑥第24回一橋大学杯柔道大会

稽Iドグ　高崎４－１早稲田(東京)

高崎５－Ｏ宇都宮( 栃木)

高崎４－１東邦(千葉)

準決勝　 高崎３一

決勝　　 高崎４ －

ぐ

５位

２位

４位

２川越(埼玉)

１浅野(神奈川)

優勝(３連覇)

⑥新人大会1

2 回戦　高崎２－②樹徳

く
相撲 競技》

割ず|体戦　予選リーグ

高崎１－４拓大紅陵(千葉)

高崎１－４足立新田(東京)

高崎 Ｏ－５柏日体(千葉

予 選敗退

個人戦　 ５名参加

⑤ 団体 準優 勝

高崎Ｂ(井上､ 鈴木、平 潭､ 浅 野)

⑥西毛 地 区大 会

団側憂勝 高崎Ａ(茂田、浅野､高田、高剛

個人優勝( 高田)

５位( 茂田)

⑥東 日本大 会群馬 県予 選会

団体 ８位 け同二､鈴木 、平 渾､ 浅 野)

個人優勝( 井上)

②団体形

団体組手

個人形

個人組手

⑤団体組手

個 人形

個人組手

⑥ １

第５位（ベスト８）

初戦敗退

初戦敗退

下田晃大　　３回戦敗退

松原圭太朗　３回戦敗退

他２名　　　初戦敗退

高崎Ｏ－５前工

１・２回戦敗退

根本文哉　　３回戦敗退

他２名

２年生大 会

個人形　 根 本文 哉

佃人組手　神 慰 吹退

初戦敗退

ペ ス ト １６

①全国選手権県予選

１回戦　高崎１２－

ｌｆ

２ 回戦　 高崎

衣決定戦　 高崎

(昆|もＢ代 表

L
Ｏ
　

Ｌ
Ｏ

Ｏ桐生工業

（５ 回 コー ルド）

１前伯 商業

Ｏ前 橋育英

北関東地方大 会初出場）

②全国選手権北関東地方大会

(茨城･栃木･群馬より１校が全国選刊帽暢)

川川戦　高崎　Ｏ－４作新･学院(栃木)

④２回戦　 高崎　 １－Ｏ高崎商業

準決勝　高崎３Ｘ－２桐生

(延長１２回)

決 勝　高崎　２－１

(６年ぶり３度目の優勝

群馬八代表出場)

前橋

秋季関東大会

⑤秋季関東高等学校軟式野球大会

１[司戦　高崎　１－２花咲徳栄･浦和

ル ー テ ル

⑤団体(ベ スト１６)

シングルス　谷屋滉大

(ペ スト３２)

②ﾄ作 戦 １
ｌ

‐

ｙ

戌

成
ｌ

ｌ

｀

に

旧

（

１ １

乙

⑤県新人大会

ﾄﾊ 休゙戦　1回戦

2回戦

高 崎 ３

高 崎 ０

島崎 ３

島崎 ０

⑥その他大会

高崎市高校生バド

（デブリレス）

－Ｏ藤岡北

－３太田

２回戦敗退

１富 岡

３館林

２回戦敗退

々

へ

優　勝　大山･野村

準優勝　斎藤･矢島

第三位　柴崎･永野

総 体柔 道

ントン大会

心
瞑
‥罵

高高同窓会報

①増村　太我　GS 、SL　 関東大会出場

②インターハイ予選

２回戦　 高崎１

引 川戦　 高崎

４回戦　 高崎

準々決勝　 高崎

一
　
一
　
一

1
9
0

0
7
9

６ ０

３３大 間々

４１健大高

５２高 商

６８育英

(ペスト８)

⑥全国高等学校バスケット

選抜優勝大会県予選会

２回戦　 高崎

３回戦　 高崎

４回戦　 高崎

準々決勝　 高崎

準決勝　 高崎

決　 勝　 高崎

１

１

ａ

‥
）

５

一
　
　
一

〇
　

５

９

２

ボ ー ル

５館林

４桐南

０３－５３前商

７５－４８太田

８２－７４市太田

５４ －９３育英

(結果:準優勝)

西毛地区高等学校新人バスケットボール

大会

１回戦

２回戦

準決勝

決 勝

_･_．

局 奇･

崎高

崎高
_La
局 な

3
4
1
9

3
9
8
6

1 ４

６

６

７

８安総合

Ｏ高北

７高来

２新島

(結果:準優勝)

①10/2～4　群馬県･武尊山出場

⑤11/7･8　県新人登山大会(大峰山)

男子縦走　３位　阿部智己

総体バレー

総 体 空手

１５
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和 太鼓 部　 部 長　2 年　 関 根 佑 梧

私たち和 太鼓 部は、男の中の男( ＝漢) を目指し、力強くダイ

ナミックな演 奏をお届けする、ということをテーマに｢漢 組｣ と名

乗っております。漢 組は今年で11代 目を迎えました。

漢 組の主な活動は 、地域 のお 祭りや イベントへ の出演 です。

皆様の応援 や笑顔を活力に日々活動しております 。

11月に行 われた群馬県高等学 校総合文化 祭郷土芸 能専 門部

大 会では2年 連続となる最 優秀 賞を受 賞し、来年 の7 月末に広

島県で 開催される第40 回全 国高等学 校総合文化 祭(2016 ひろ

しま総文) への出場 権を得ることができました。

これからも部員一同 日々精進して参りますので 、今後とも応

援 をよろしくお願いいたします。

第21 回群馬県高等学校総合文化祭郷土芸能専門部大会

物 理 部

文 藪 部

○ 第10回群馬県高校生文学賞(

優良賞 常見哲大(2年)

-

１６

美 術 部

吹 奏 楽 部

皿 - 1 1 1 1 1 j

囲碁 部　 部 長　2 年　 鈴 木 祐 員

囲碁部は現在総勢8 名、主に放課後に部室にて活動しています

主な活動としてほぼ毎 曰のように対局をしたり、定石 をみんな

に教 えたり、詰碁 をといたりして 、みんな自分 のレベルを高 めよ

うと頑張っています。また、よりレベ ルを高めていくために、点数

制のリーグ戦をやりたいと考えています。

先 出ﾆ?われた関東地区高校 囲碁 選手 権県予 選会では個人戦

で工･2･4位、団体 戦で1位という成績 を修めたので、1月の群馬県

で 行われる関東大 会に個 人戦3 名、団体 戦3 名ののべ6 名参 加

することが決まりました。

どの大 会に出 たとしても常に全力 を出せるように日々の練 習

を怠らないように頑張りたいと思っています。

全国高等学校総合文化祭(滋賀大会)団体戦
-

～

Ｉ

０ ５月／両部地区ソロコンテスト

刊 川切滉(フルート)金賞(地区代表辞退)

f
S

川川 年人(パーカッション)金賞

(地区代表辞退)

前卜け日樹(ホルン)銀賞

○ 割｣/ 県吹奏楽コンクール

高校Ａ組 銀賞

マ ン ド リ ン 部

０７月／鳥l崎高校マンl･

演奏会

･ と

ｙ

片 揃 伽 定 期

０ ９月／第11回群馬学生ギタ

フェスティバル参加

マンドリ ン

012 月／第18回クリスマスコンサート

０ ２月／第46回群馬県高等学校ギター･

マンドリンコンクール

合 唱 部
一 一

《２７年 度》

０５月／il,-',ljllljyi･,1ji校合唱部定期演奏会

０ ７ 片／第39 回全国高等学校総合文化祭

合唱 部門(群馬県合|司今唱団として参加)

０ ８ 月…………` |゙ J戎

コンクール群馬県 コンクール　 銅賞

011 月
ダ
ゾ4ぢ211tyl群馬 県高等学校総合 文化 祭

総合 開会式 アトラ クショ ンに参 加

011 月／ 第21 回群馬 県高等学校総合 文化 祭

合唱･ 器楽管弦楽２専門部大 会に参加

012 月………ど4'S18回 クリ スマ スコンサ ート

０ １月／第9回群馬県声楽ア ンサ ンブ ル

コンテスト

和 太 鼓 部
＿｡ﾉ

04月／扁|||琵此対日太鼓部第7回定期演奏会

07 月／第9回群馬県高校生郷土芸能発表会

参加

07 月／第39 回全国高等学校総合文化祭

(2015 滋賀びわ湖総文)郷土芸能部門

参加

09 月／第70 回国民体育大会本大会群馬県

選手団結団式　激励演奏

○ロボカップジュニアジャパンオープン2015

尼崎大会出場(平成27年3月27日実施)

故文部門）

○平成27年度第39回高等学校芸術祭美術･

工芸部門展　出品

011 月／西部地区アンサンブルコンテスト

打楽器三重奏 金賞(地区代表)

サクソフォン四重奏 金賞(地区代表次点)

クラリネット四市奏 金賞

管楽三重奏 銀賞

012 月／県アンサンブルコンテスト

打楽器三重奏 銀賞

０ ３月／第5帥tl定期演奏会

《２６年度》

０ １月／第8回群馬県声楽アンサンブル

コンテスト　銅賞



010 月／第21回群馬県高等学校総合文化祭

総合開会式アトラクション　参加

011 月／第21 回群馬県高等学校総合文化祭

郷土芸能専門部大会　最優秀賞

012 月／第18回クリスマスコンサート

０ ３月／高崎高校和太鼓部第8回定期演奏会

その他､地域の祭りやイベントに多数参

加した。

演 劇 部

09 月19EI･20日　平成27年度群馬県高校

芸術祭演劇部門西毛地区大会

常見哲大／作『ヌクリアーハンター』

特別賞受賞

○平成28年度5月１日　第18回安中西毛地区

演劇祭参加予定

囲 碁 部

○第39回全国高校囲碁選手権大会群馬県大会

団体戦　優勝(団体Ａチーム)、

準優勝(団体Ｂチーム)

個人戦　優勝(石井)、準優勝(中島)、

３位(萩尾)、列立(鈴木)

○第39回全国高校囲碁選手権大会

団体戦　出場(石井､鈴木､中島)

個人戦　出場(石井､萩尾)

○第39回全国高等学校総合文化祭

(滋賀大会)囲碁部門

団体戦　出場(鈴木)

個人戦　出場呻 島)

○第31回関東地区高校囲碁選手権大会

群馬県予選会

団体戦　優勝(関東大会出場)

個人戦　優勝(石井)､準優勝(鈴木)

４位(中島八関東大会出場)

将 棋 部

鉄 道ﾚ研 究 部

０ ４～５月／2015年八高線写真展示列車 参加

０ ８月／鉄道模型コンテスト2015

第7回全国高等学校鉄道模型コンテスト

モジュール部門　審査員特別賞

０９月／創立40周年記念列車運行

010 月／2015秋の上州どっと楽市(第19回)

参加

011 月／第21回県高等学校総合文化祭 参加

011 月／創立120 周年記念土信電鉄感謝

フェア2015参加

新 聞 部

○第19回全国高校新聞年間紙面審査賞

優良賞

○第29回県高校新聞コンクール知事賞

(5年連続)

○県高校総合文化祭特報新聞

｢上州若人｣取材参加

Ｏ｢高崎高校新聞｣･｢高崎高校新聞翠轡

MiniPｒｅss｣発行

○定期戦速報｢高高前高合同新聞｣発行

(県立前橋高校新聞委員会と合同製作)

○第39回全国高校総合文化祭滋賀大会参加

放 送メ ディア 部

○排馬県高等学校体育連盟研究部による

小学生の保護者へ｢子供のスポーツ活動

のよさ｣をPRする

作品映像部門　最優秀賞を受賞

写 真二部

高高 同窓会報

０ ４月／春の合同撮影会参加

Ｏｎ 月／第32回群馬県高校写真展出品

3年　西峯隆悟 『私は｢わたし｣』

地 学〉部

○流星観測に眼視観測に加え電波観測を

本格的に開始

○夏季休業中に八丈島巡検を実施

○県理科研究発表会では、ペルセウス座流

星群観測･地層の剥ぎ取 り方法一河川の蛇

行の流水実験･八丈島巡検報告の４テー

マで発表

化 学 部

○継続していろいろな実験を行ってお り、

本年度は群馬県理科研究発表会(高文連

自然科学部門の群馬県予選を兼ねる。)で

発表した。

○科学の甲子園への全国大会出場に向け、

学習面･実験面での準備を進めている。

１７

１

鎌倉女子大学主催

｢お父さんへ

１
１
　
０
４
　
ｇ

Ｉ

ど

第４回　お弁当甲子園

スタミナ弁当」

【コンセプト】

毎日､私たち家族のために仕事を頑張ってくれ

る父へお弁当を作りました。仕事が忙しいと聞

いていたため､仕事の合間で簡単に､かつ､手軽

に食べられて、お腹に溜まるお弁当を考えまし

た。主菜は､肉ばかりで野菜類がなく､色どりも

悪いため､パセリを入れて､色どりを良くしまし

た。カロリーが少し高めであり､かたよってし

まったところは力不足ではありましたが､短時

間で栄養を取るのには適していると思います。

さらに､もう一つ工夫したのは､お弁当のまわり

をラップで包んだところです。仕事終わりの疲

れた父もラップを取るだけで、簡単に片付けが

できて､楽だと思います。

０ ５月／第42 回群馬県高等学校将棋選手権

大会

2回戦敗退

０６月／第1回将棋棋力認定大会

2回戦敗退

０９月／第26 回関東地区高等学校文化連盟

将棋大会　群馬県予選

Ａクラス新井、沢田　2回戦敗退、

Ｂクラス折茂　3回戦敗退、林　初戦敗退

011 月／第21回群馬県高等学校将棋新人大会

０ ２月／第2回将棋棋力認定大会

隔心

年　黒渾　友暉



高高同窓会報

講演会

ﾄ 成゙27年6月17日、｢ｃｓｓ｣活動の一環として、本校ｏＢで現高崎経済大学理事長の高木　賢氏｢6nu｣) による

講演会｢題･ グローバル化の進展と地方創生｣が行われた。

本校では、平成24年度入学生より、次世代のリーダーを育成するための教育活動として｢翠鸞プロジェ クト

を始めた。“高いレベルの文武両道 ≒̈に体的な学校行事(翠営祭･定期戦などド 淳目性を磨くＣＳＳプロ グラム

Ｊ

の三本の軸から成る。この中の｢ＣＳＳ｣とは、Ｃａｒｅｅｒ(進路学習)･Ｓｅａｒｃｈ(探求活動)･Ｓｃｉｅｎ

ｃｅ(サイエンス)の頭文字を取ったものであり、主な活動として、社会人講師授業や論文作成(１年次)、企業

研究所訪問研修(２年次)、スペシャルサイエンス(文部科学省スーパーサイエンスハイスクールを継承発展)、

ヒューマンサイエンス(人文･社会科学分野の分野別講座等開講)などがある。

グローバル化という急激な流れと地域社会の崩壊という現実に直面している現代社会の中で、大学がなす

べきこと、若者が学ぶべきことを考えるとともに、地域社会に眠っている価値あるものを掘り起こして生かし

ていくことの意義を語られ、高高生も積極的に質問する講演会となった。

◆同窓会新役員紹介

名誉顧問

顧　 問

心 、

ヱ又

り石

田

臣 と

ｊ １ ７ １

同

同

心 、

ヱヌ

同

同

同

同

同

長

長

査

中曽根康弘

横田　英一

原　 浩一郎

佐藤　 和徳

串田　 紀之

阿久渾　 茂

坂本　正 樹

清水　正郎

波潟　憲昭

山本　忠順

(東京同窓会長)

松岡　光弘

小板橋敬之

◆同窓会本部より、お知らせとお願い
１

(42 期)

(50 期)

(56 期)

(57 期)

(67 期)

(69 期)

(71 期)

(75 期)

(81 期)

(62 期)

(77 期)

(81 期)

本部幹事長

本部幹事
同

同

同

同

同

同

同

同

同

同

立見

仙田

梅沢

佐藤

中村

秋山

友孝

健一

寛

修

晴康

賢治

橋爪　良真

高橋　浩生

熊井戸浩一

藤田

竹中

花井

実

隆

好機

(63 期)

(67 期)

(68 期)

(70 期)

(73 期)

(74 期)

(75 期)

(78 期)

(78 期)

(79 期)

(79 期)

(82 期)

同窓会会員名簿発行のお知らせ

平成29 年1 月発行に向けて｢(株)サラト｣より案内通知が送られます。同社は過去５回発行の実績が

有り信頼しておりますのでご安心ください。また住所不明の会員情報も提供をお願い致します。

頒布価格は前回と変わらず４,300 円(消費税込み)、サイズはＡ４となります。

2｡ 指月庭のバラを年間維持管理するボランティアを募集致します

詳しくは同窓会事務局(027-320-6024) までご連絡頂きたいと思います。現役生徒達と手分けになるかと思います。

３. 若い卒業期でまだ代表幹事、常任理事、理事等の役員未決定期に補助金

役員未決定、或いは同窓会未開催等で困っている期には初回案内通知にかかる費用(５万円前後)を同窓会にて支援致します。

対象の期は事務局にご連絡ください。

４.｢高崎高等学校同窓会｣のホームページには多くの情報を掲載しております

部活動のHP や記念誌等も申出頂ければ同窓会にて費用負担し、掲載致します。

５.企業の協賛会員も継続募集しております

企業PR 及びリクルート活動にも活かせます。事務局までご連絡お待ちしております。

１８
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高高同窓会報

茂

-

１９

この度、副会長を拝命い たし ました、69期卒業 、サッカー部ＯＢの阿久洋と申

します。お世話になった母校や同窓の皆様に対して少しでも

と考え、我が身の程を省みずお引き受けした次第です。

ほ返 しがで きれば

来年の5月に高々は創立120周年を迎えますが、学校、教育後援会と協力して

関連諸行事が滞りなく挙行できるよう、串田会長のもと事前の準備を進めてい

きたいと考えています。また生意気な言い方で恐縮ですが、私よりも若い副会

長さんが多いので、さらに素晴らしい同窓会を目指して彼らが伸び仲びと、持

てる力を十分発揮して貰えるよう努める所存です。関係の皆様にはどうかご指

導ご協力の程、宜しくお願い申し上げます。

．-･--．〃．--，●・－－’⌒’－．‾←　’‘こ-４．一一｀ｔ－乙¶〃4・---Ｉ！－－‥！●－‥－・－－”－’－“．

阿久洋

副会長に選任さ れた坂本正樹です。71期で、弁護士です。陸上競技部でした。

趣味はヒルクライム(郎示車)で、平日でも週2日位は朝練をしています。

全体同窓会では、20年以上前から本部幹事でした。選任された経緯は大学の

ＯＢ会で懇意にさせていただいていた田端穣先生か本部幹事長、故植原政明先

生か校内幹事だったからでした。当[IIその様な人付き合いの中で選任されたの

ですが、今回副会長に選任されたのも、串田会長とは以前から懇意にさせてい

ただいていたからだと思います。

同窓会は人の交流により成り立っているものなので、今後も同窓生の皆様が

よりよい交流が出来る場を提供し、からには母校の助けになるように、微力な

がら串田会長の一助になればと思います。よろしくお願いします。

坂本　 正樹
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先の総会にて同窓会訪

す。
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株式会社研屋　 専務取締役
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75 期

り

高崎高校東京同窓会の会長2年目で

ました。

高崎高校東京同窓会
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り ます が、母 校 、同 窓

清水　正郎

U会長に任じられました75期野球部の清水でございま

歴代副会長の先輩方には遠く及ばない非才な身ではあ

会の為に精一杯串田会長を支える所存でございます。

2012 年の選抜大会において、甲子 園アルプ ススタンドを埋め尽 くした同窓生

の熱気、地鳴りの様な応援。現地スタッフ として赴いていた私共野 球部ＯＢは、

高々同窓会の堅い絆を再認識すると同時 に、その強い 結びつ きに感動 を覚え ま

した。こ の度その同窓会の為に働かせて戴ける事 をこ の上 ない喜びとし、任務

を全うで きますよう頑張ってい きたい と思い ます。

同窓生皆様の更なる御指導、御協力 を宜しくお願い申し上げ ます。

硬式野球部

，丿ｔｙｇｇ-ｇ　ｚｉ四三777ダ９Ｓｔｅ４りａＸごaごjf･yこ－Ｊ－７丿一応r17aき?７－'｀－，－。。｀７'て四飛Ｚ．'!７ご一一'゛で？la7四で7.Sこ？ぎ"･ａ７･てｰ&4=?iZ7こきなｉ２２ｎ９。･？ｚ， ｒ７ｚポ,ｇＵうコニｔＳｚｒｇ､７･。･－７コl｡sr7372.Jil'r－s一一ヽヴ･7171.7‘やr7j－こ｀-｀,･'Jべt.?'ゝ7 .-，

上越鋼業株式会社　 代表取締役　81 期　バレー部

ふ

こＺ:ｉ

" ' Ｚ

長 6２期

憲

副会長を仰せ付かってお ります波潟憲昭です。宜しくお願い申し上げ ます。

高崎高校同窓会副会長という大役は、52歳の若輩 には余 りに も重 く、大変恐

縮に存じております。昨年度高崎高校ＰＴＡ会長の職にあ りましたが、卒業 に際

し串田会長から『母校への貢献が まだ まだ足りぬ』とのご叱責があ り、新た な役

を命じられました。役職に相応しい働 きは到底出来ませんが、同窓会の繁栄、現

役生への応援、そして母校の発展の為に、力 を尽 くして務めて まいる所存です

ので、皆様方のご指導を心よりお願い申し上げ ます。

波潟

- - J 一 心 S ● ’ ・

この度、本部同窓会の副会長を仰せつか

東京同窓会の代表的な活動としては、年1 回の同窓会誌｢翠営｣ の発行があげ

られます。

今年 も61号を、予定通りに発刊致しました。会員 の活躍の様子 の投稿で、盛 り

上がった内容となりました。この｢翠 柳｣の編集会議が、東京同窓会 の役員会を

兼 ねた もので、定期的 に実施して きております。今年は北 陸新幹線が開通し か

ことに合わせ、金沢で編集会議を行い ました。

今後、当会独自の活動を大切にしながら、本部同窓会とのより一層の連携を、

追求して参りたいと思ってお ります。何卒 よろしくお願い申し上げ ます。

山本　 忠

一ズーゝ.･ご2:いll;じに１ロに丿．１．･．ｔ２_･ｒ･ｊ･７ｉΞ'ぺ:f7:',こmご≒ス.--'－7'r:G-.tご.二'？7ご.n=ごt?yこ:，.n7j心:ｊrう.7.-tt-１.･こレご～rr.=!一一一一a7T･7. ●7-･'－●.-し～
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■ 開 催 日　２０１５年５月２４日(日)

■ 開催場所　サンコーフ２カントＵ－クラブ

■ 参加人数　２０８名

■ 当番幹事期　７８期

●団 体戦(各期上位４名のトータルスコア)

《グロスの部》

順位 期 ＧＲＯＳＳ

優勝 ８１期 ３１９．０

準優勝 ７９期 ３２５．０

３位 ７５期 ３３１．０

●個人戦 《グロスの部優勝》

順位 氏名 期 ＧＲＯＳＳ

赤城･榛名 森　 和弘 フ４期 ８０．０

榛名･妙義 北村博一 ８１期 フ４．０

妙義･赤城 原田 和之 フ３期 フ９．０

《ネ ットの部》

順位 期 Ｇ日ＯＳＳ ＨＤＣＰ ＮＥＴ

優勝 Ｂ９期 ３３フ.0 51.B ２８５．４

準優勝 ８９期 ３４２．０ ５５．２ ２８６．Ｂ

３位 フ９期 ３３Ｇ．０ ４４．４ ２９１．６

《ネッ トの劃
ｙ５

高高同窓会報

順位 氏名 期 ＧＲＯＳＳ ＨＤＣＰ ＮＥＴ

優勝 木内 寛樹 Ｂ５期 ８８．０ １９．２ ６８．８

準優勝 大竹 雄二 ６９期 81.0 １２．０ ６９．０

３位 佐藤　 剛 Ｂ９期 ８４．０ １４．４ ６９．６

当日は天候にも恵まれ､皆様方のご協力により無事大会を開くことができました。心より感謝申し上げます。

フ８期ゴルフ代表幹事　熊井戸　浩－

〈退任者 ・転出者〉

事務長　青木　　 勝

数学　 内山　 一之

理科　 吉野　 信幸

咽/助　松島　 孝子

副校長　市川　 敏美

教頭　 森泉　 孝行

国語　 坂本　 直之

社会　 洋田　 徳彦

理科　 前田　 敏明

体育　 田島　 正徳

英語　 下田　 信康

事務　 粕川　 知也

退職

退職

退職

退職

前市高(校長)

副校長

太高

嬬恋高(教頭)

沼高

富高

桐高

県教委福利課

〈新任者〉

副校長 （森泉孝行）

教頭　 梅滓　 英明

事務長　藤井　 通義

国語　 竹内　　 聡

社会　 山田　 敏行

数学　 阿部　 一輝

理科　 川田　 智広

理科　 工藤　 洋平

体育　 新井　 康司

英語　 林　　 孝彦

邪/助　山寺　 玲子

事務　 井田　 勝也
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(昇任)

玉村

前工

高女

前高養

高商

桐高

伊高

通信制

〈退任者 ・転出者〉

理科　 牧野　 誠司

事務　 茂木　 悦子

〈新任者〉

理科　 小和瀬尊信

事務　 矢畑　 慶子

県教委健康体育課

｢り央｢|こ|烏1

榛名

県教委福利課

(平成27 年度)

退職

退職

前高養

高東



高高同窓会報

平泉二千七半

春 の 叙 勲

旭日双光章　佐藤　和徳(57期) 瑞宝小綬章　林　　弘二(60期)

瑞宝小綬章　芥川　龍雄(58期) 瑞宝中綬章　田口　弘明(62期)

瑞宝小綬章　半田　博保(59期) 瑞宝小綬章　堀越　孝良(62期)

文部科学大臣表彰　佐 藤　 功(現校長)

～ す い ら ん ぶ ん こ ～

磁 文 庫
ＢＯＯＫ

ら豪 者( 敬称略)
５べ万－り

瑞宝双光章

旭日双光章

瑞宝中綬章

旭日小綬章

瑞宝単光章

秋 の 叙 勲

安中　 誠－(45期4年制)

楼井　　 弘(56期)

山岸　 俊之(57期)

宮前　 有光(63期)

矢嶋 憧(62 期)

◆翠轡文庫について◆

翠燈文庫は､著者または訳者が高崎高校の卒

業生及び関係職員であり､本人またはその関

係者から寄贈された図書で構成されています。

〈平成２６年10 月１日～平成２７年９月３０日〉
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・ 著書／作者

●シュタイナー学校の英語の時間

●あなたが33 歳を過ぎて妊娠できない４４の理由

●生命の強化書

●９歳で突然父を亡くし新聞配達少年から文科大臣に

●下村博文の教育立国論

●句集　 撫の森

●解決！センター化学基礎

●なぜ、いま東アジア共同体なのか

●筑紫君磐井と 「磐井の乱」

ロイ･ウィルキンソン著　飯野一彦訳(フ４期)

桜井　明弘(87 期)

須藤　　宜(49 期)

下村　↑専文(フ2期)

下村　↑専文(７２期)

水村　幸雄(４９期)

金井　　明(６８期)

中島　政希(71 期) 鳩山友紀夫　進藤　栄一　高野孟島袋純

柳津　一男(６４期)



【同 窓 会 報 訂 正 と お 詫 び 】

時下 ます ますご隆盛のこ ととお慶び申ｔ上げます。また､平素より格別 のご高配を賜り､厚 くお礼申ｔ上げ ます。

さて､今般発行いた｜まＵだ同窓会報49 号につきまｔて､私共の確認不足により､誤植等がありまｔだこと､心 よりお詫び申ｋ上げます。

つきまｔては､ 下記のとおり正誤表を作成いた｜ まｔだので､ご査収い ただきますよう、お願い申 ｔ上げ ます。

4ペ ージ

9ページ

18ページ

23ページ

潮流の本文右側4行目　中曽根通算大臣とあ りますが正しくは中曽根通産大臣となります。

本文中1行目　母校創立120周年(創立明治31年4月１剛 とありますが、正しくは(創立明治30年4月１剛 となります。

同窓会名誉顧問の中曽根康弘氏(42期) とありますが、正しくは(35期) となります。

高高同窓会　 予算決算報告は下記のとおりとなります。

平 成26 年 度　 通常 会 計 決 算（平成26年1月1日~平成26年12月31日）　　 平 成２７年 度 通 常 会 計予 算 （平成27年1月1日~平成27年12月31日）

。,,ず砿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｆ £

費 目 予算額 決算額 増　△減 備　　　考 費 目 今年 度予算 前年度予算 増　△減 備　　　考

繰　 越　 金 13,086 13,086 ０ 前年度から繰越金 繰　 越　 金 374,843 13,086 361,757前年度から繰越金

入　 会　 金 3,168,000 3,253,800 85,800
全日制322名(＠9900)
辿信制33名((皿20圓)

入　 会　 金 3,168,000 3,168,000 ０全日制大学生320帽@9900 ）

維 持 会 費 7,000,000 8,167,000 1,167,0003004名 維 持 会 費 8,000,000 7,000,0001,000,000

利　　　　息 914 1,001 87 利　　　　息 957 914 43

雑　 収　 入 50,000 661,892 611,892岫利卜頴娃 萌搬入ほか 雑　 収　 入 300,000 50,000 250,000 Webｻｲﾄ 協賛金一記念品収入

合　 計 10,232,00012,096,779 1,864,779 合　 計 11,843,80010,232,0001,6n,800

l,;111砂l５ 皿 ３　　ダ　１

費　目 予算額 決算額 残　額 備　　　考 費　目 今年度予算 前年度予算 増 △減 備　　　考

会　議　費 1,000,000 926,658 73,342新年総会準備ほか 会　議　費 950,000 1,000,000△50,000 新年総会準備ほか

祝　賀　費 850,000 960,287 △110,287叙勲記念品･卒業記念記 か 祝　賀　費 900,000 850,000 50,000 叙勲記念品･卒業記念駆 か

賤　別　費 250,000 130,000 120,000平彪5年度末離退磯貝削1」 賤　別　費 200,000 250,000 △50,000平成26年度末離鼓 韻 回

慶　弔　 費 100,000 47,520 52,480 慶　弔　 費 100,000 100,000 ０

通信印刷費 420,000 480,374 △60,374
維持会賞督促状･納人礼状･
翠柳会館電話代ほか 通信印刷費 480,000 420,000 60,000

維持会費督促状･納入礼状･
翠松会館屯話代ほか

旅　　　　費 100,000 100,000 ０東京同窓会出席者旅贅 旅　　　費 120,000 100,000 20,000 東京同窓会出席者旅費

会報発送費 1,550,000 1,548,000 2,000 同窓会報費 3,850,000 3,700,000 150,000 同窓会報発行卸 よび発送yﾔ

同窓会報費 2,150,000 2,442,063△292,063 事　務　費 1,400,000 1,500,000△100,000 事務顛 人件費･事務用詣 か

事　務　費 1,500,000 1,247,299 252,701事前損川|普事朋 皆か 同窓会長賞費 100,000 100,000 ０ 賞状･記念品ほか

同窓会長賞費 100,000 95,608 4,392賞状･記念品ほか 資料整理費 1,200,000 ０ 1,200,000Webｻｲﾄ 管理費ほか

補　助　費 1,600,000 2,149,802△549,802翠轡体育会･生徒活動補助 補　助　費 1,600,000 1,600,000 ０ 翠偕体育会･生徒活動補助

環境整備費 220,500 22卵00 △6,300副鋤よびﾊﾞﾗ助尉附和 環境整備費 226,800 220,500 6,300 指冊 およびﾊﾞﾗ園の絣 管願

雑　　　費 350,000 367,525 △17,525維持会剪等の振込手数料ほか 雑　　　　費 400,000 350,000 50,000 維持会費等の振込手数料ほか

特別会計積立 ０ 1,000,000△1,000,000 特別会計積立 ０ ０ ０

予　備　費 牡500 ０ 牡500 予　備　費 317,000 乱500 275,500

合　計 10,232,000几721,936△1,489,936 合　計 11,843,80010,232,0001,611,800

収入総額（円） 一　支出総 額（円） ＝　差引繰越残額（円）

12,096,779　　　　　11,721,936　　　　　　　374,843

特別 会計 積立　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 特別 会 計 積立

収入の部　　　　　 前年度からの繰越金　　　　１５,２６２､１３３円　　　　　 収入の部　　　　　 前年度からの繰越金　　　　１２,７５フ,１６２円
平成26年度通常会計より　　　　　1,000,000円　　　　　　　　　　　　　　　　　平成2ﾌ年度通常会計より　　　　　　　　　　Ｏ円

利　息　　　　　　　　　　　　3,051円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　利　息　　　　　　　　　　　２,８３８円

合　計（Ａ）　　　　１６,２６５,１８４円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合　計　　　　　　１２,フ６０,０００円

支出の部　　　　　　資料整理費　　　　　　　　　１,０５４,８３０円　　　　　支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○円
Web ページ制作費　　　　　　　　　４２６,０００円

テニスコート整備費　　　　　１,６８０,０００円
（通常会計へ繰入）　　　　　　34ﾌ, １９２円

合　計（Ｂ）　　　　　３,５０８,０２２円

当年度差引残額（Ａ）－（Ｂ）　１２,７５７,１６２円　　　　　　　　　　　　　　　差引残高繰越金　　　　　　１２,７６０,０００円
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